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Dr. NDr. N「これは仕方ないですよ。まず、『Times』という名
前と黄色い看板は長く使われているため駐車場のイメージ
が強いんです。なので、駐車場を探している人は、これ
を見た時点で駐車場だと思ってしまいがちです。しかも、

『Times CAR』の『CAR』の部分が小さく書かれているの
で見落としてしまうんですね。加えて、図2の看板も、『CAR』
の部分がガムテープで隠れてしまっています。おなじみの
ロゴの下に『ここは駐車場ではありません』と書かれてい
るので、混乱に拍車がかかってしまっています。ロゴやサー
ビス名を替えるのは難しいでしょうから、例えば真ん中の
場所に『←駐車場 | カーシェア→』などの大きな看板をつ
けるのはいかがですか？」
患者 A患者 A「わかりました、治してもらいます」
Dr. NDr. N「はい。では次の方どうぞー」

患者 B患者 B「こんにちは。わたしは、とあるエレベータにある
IC 鍵のタッチセンサーです。A 先生＊ 1 に診てもらって来い
と言われてやってきました。みんなタッチする場所を間違
えるので困っています」
Dr. NDr. N「はい。診せてもらえますか？」
患者 B患者 B「こちらになります（図 3）」

 

Dr. NDr. N「もしかしてタッチするのはこの白い部分の真ん中で
すか？」
患者 B患者 B「もちろんです！ 実は、最初は上の『Touch Here』
は無かったんです。タッチする場所がわからないという苦
情が多く寄せられたので、わざわざ『Touch Here』の標識
をつけて貰ったんですが、こんどは皆『Touch Here』のと
ころに鍵をタッチしてしまうんです」

ここは、とある町にある一風変わった診療所。悩みを抱えた
ユーザインタフェースたちがやってきます。Dr. ナカムラと
一緒に病気を治してあげましょう。さて、今日の患者さん
たちはどのような悩みを抱えているのでしょうか・・・

Dr. NDr. N「さて、次の方どうぞ～」
患者 A患者 A「こんにちは。わたしは、とあるカーシェアの案内
です。隣の駐車場利用者が間違って入ってくることが多く
て困ってます」
Dr. NDr. N「診せてもらえますか？」
患者 A患者 A「はい、どうぞ（図 1）」

Dr. NDr. N「この右側の『専用入口』が駐車場の入り口ですか？」
患者 A 患者 A 「ちがいます！ こちらはカーシェア専用の入口で
す！ 駐車場の入口は左側です。ほら、ちゃんと『P』の看
板も出してます（図 1 中段左）。あまりに間違いが多いので、
カーシェアの入口に注意看板も出しているのですが、ここ
まで来てしまうとバックで出なくてはならないので、お客さ
んの評判も悪いんです（図 2）」

患者 A患者 A「なんでみんな間違ってしまうんでしょう…」

患者 C患者 C「はい、どうぞ（図 4 左）」
Dr. NDr. N「試してみますか… あれ？ この説明（図 4 右）にあ
るボタンがどこにも見当たりませんね。どこにあるんです
か？」
患者 C患者 C「ああ、これ無視してください。給水したいボトル
で下のレバーを押せば水が出てきます！」

Dr. NDr. N「説明の意味…」

今回の症例はいかがでしたか？ 読者の皆さんも、なぜこの
ような問題が発生したのか、どうすれば改善できるのかを
考えてみてください。なお、よりよい改善方法を思いついた
方や、Dr. ナカムラに診てもらいたい患者をご存じの方は、
https://up.badui .org/ にご一報ください。

Dr. NDr. N「ああ、これ、ありがちなんですよね。まず、白いセ
ンサーのタッチマークが控えめなので、ここに鍵を当てる
のがわかりにくいのがそもそもの原因です。これに対して、
追加した『Touch Here』の文字とロゴがとても目立ってい
るので、どうしてもここに視線が向きがちです。追加の標
識が白いセンサーから離れているのも問題ですね」
患者 B患者 B「どうすればいいんでしょう？」
Dr. NDr. N「例えば、『Touch Here』標識の代わりに、同じロゴ
と文字をステッカーにして、白いセンサーの中央部に貼り
付けるのはどうでしょう？ これであれば、目立つ『IC』の
部分に鍵をタッチすれば良いのが一発でわかります」
患者 B患者 B「わかりました、治してもらいます」
Dr. NDr. N「おだいじに。次の方～」

患者 C患者 C「こんにちは。私は給水機のインタフェースです。
とても簡単なのに、なぜか使い方がわからず困る人が続出
して困っています」
Dr. NDr. N「診せてもらえますか？」

図3　タッチ、タッチ、ここにタッチ♪

図1　駐車場はどこ？

図2　ここまで来てしまうとアウト

図4　説明とボタンが全然違う…

Dr. トモクフのUI トリビア
「『ここ』を押してください」系の混乱は定番とも言える。多く
の場合、押すべき対象が説明文から離れていたり、矢印などで
の視線誘導が弱いのが原因じゃ。明確で視認性の良いマークを
押すべき『対象』そのものに描いてしまうのが最も効果的だが、
「おしゃれな見た目」が優先されがちなのが残念じゃ。
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